
調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

分析原理：ICP-MS又は水素
化物発生原子吸光法

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
      [5]  1.5
    [34]  1.7
    [38] 19

分析条件（ICP-MS）：
 機器
  SPQ9000又はICPM-8500

分析条件（水素化物発生原
子吸光法）：
  機器
  原子吸光分析：A-1800
  水素化物発生：HYD-10
  水素化物原子化：HYD-20

【水質】

濃硝酸 5mL
95℃、2時間

50mLまで

精製水

100mL

ICP-MS

2M酢酸ｱﾝﾓﾆｳﾑ 5mL
pH 5～6

洗浄

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
115In用103Rh 1,000又は10,000ng
205Tl用209Bi 1,000又は10,000ng
122Te用102Pt 1,000又は10,000ng

ろ紙5種B100mL
ﾃﾌﾛﾝ製ﾋﾞｰｶ

ろ過水質試料 加熱濃縮

[5]、[34]及び[38]の多元素同時測定の場合

定容

濃硝酸 1mL
95℃、2時間

固相抽出

[5]の単元素測定の場合

[5]インジウム及
びその化合物（イ
ンジウムとして）

[34]タリウム及び
その化合物（タリ
ウムとして）

[38]テルル及びそ
の化合物（テルル
として）

pH調整

2M硝酸
2mL×3回

水質試料 加熱

100mL
ﾃﾌﾛﾝ製ﾋﾞｰｶ

溶出

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
115In用103Rh 100ng

精製水
 100mL

0.5M酢酸ｱﾝﾓﾆｳﾑ
50mL

ICP-MS定容

Empore Chelate Disk 47mm
100～150mL/分
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80℃、45分間
5mLまで
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6M塩酸 20mL

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
205Tl用209Bi 50ng

ろ過

ろ過

精製水
 10mL

蒸発乾固
濃硝酸 0.5mLを加え蒸発乾固

30%過酸化水素水 0.5mLを加え蒸発乾固
250℃、2時間

溶解

[38]の単元素測定の場合

ろ紙5種A

水素化物発生
原子吸光法

5%硫酸鉄（Ⅲ）ｱﾝﾓﾆｳﾑ水溶液 0.5mL
50%ｱﾝﾓﾆｱ水 pH8～9

加熱（50℃、20分間）後、放冷

濃硝酸 0.5mL

ろ紙5種B

水酸化鉄（Ⅲ）共沈殿

100mL
ﾃﾌﾛﾝ製ﾋﾞｰｶ

水質試料 ろ過

500mL
ﾃﾌﾛﾝ製ﾋﾞｰｶ

加熱

加熱・酸分解

ろ紙5種B

[34]の単元素測定の場合

濃硝酸 2mL
95℃、2時間

ICP-MS

溶解
加熱濃縮
（還元）

定容

振とう抽出

[5]インジウム及
びその化合物（イ
ンジウムとして）

[34]タリウム及び
その化合物（タリ
ウムとして）

[38]テルル及びそ
の化合物（テルル
として）

37%塩酸 10mL
95℃、2時間

水質試料 加熱

47%臭化水素酸15mL
ﾒﾁﾙｲｿﾌﾞﾁﾙｹﾄﾝ 10mL
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溶解・定容

濃硝酸 10mL､
48%ﾌｯ酸 5mL及び

70%過塩素酸 0.5mL
250℃、2時間

石英繊維ろ紙
ﾊｲﾎﾞﾘｭｰﾑ・ｴｱｻﾝﾌﾟﾗｰ

700L/分×24時間

捕集

[5]インジウム及
びその化合物（イ
ンジウムとして）

[34]タリウム及び
その化合物（タリ
ウムとして）

[38]テルル及びそ
の化合物（テルル
として）

分析原理：ICP-MS

検出下限値：

 【大気】（ng/ｍ3
）

　   [5] 0.007
　 [34] 0.002
　 [38] 0.016

分析条件：
 機器
  ICPM-8500

【大気】

大気 短冊状に切断

加熱酸分解

ｾﾗﾐｯｸ製ﾊｻﾐ

2%硝酸
50mL

ICP-MS

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
115In用103Rh 1,000ng
205Tl用209Bi 1,000ng
122Te用102Pt 1,000ng

 


